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◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤
者が対象▶催しなどで費用の記載のないものは
無料▶申し込みが必要な催しなどの持ち物は主
催者からの連絡などで確認を▶先着順の申し込
みで時間の記載のないものは午前９時から受付
▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号
の記載がないものは市役所へ（業務日・時間は
月～金曜日午前９時～午後５時30分、祝休日・
年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はでき
るだけ公共交通機関のご利用を。
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40 食きらりレシピで笑顔の食卓育もう
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◉
今
月
の
焦
点
１
　
防
災
・
減
災
の
力
を
高
め
よ
う

　

自
助
・
共
助
・
公
助
の
連
携
で

災
害
に
強
い
ま
ち
に

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

防
災
対
策
で
は
、
自
分
の
命
や
財
産
を
自
ら
守
る
「
自
助
」、
地
域
で
協
力
し
合
う
「
共
助
」、

国
や
自
治
体
な
ど
に
よ
る
「
公
助
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

９
月
は
「
防
災
月
間
」
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の

意
義
や
取
り
組
み
な
ど
を
確
認
し
、
い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
課

過去の災害から学ぶ
■公助の限界と自助・共助の重要性
　平成７年の阪神・淡路大震災では、地震で倒壊した建物か
ら救出され生き延びることができた人の約８割が、家族や近
所の住民などによって救出されており、消防や警察、自衛隊
によって救出された人は約２割という調査結果があります。
　また、平成23年の東日本大震災でも、行政自身も大きな
被害を受け、被災者を支援することができなかったため、自助・
共助による活動に注目が集まりました。

写真写真写真真は昨は昨は昨は昨年1年1年1年11月1月1月1月に行に行に行に行われわれれわれた「た「た 地域地域防災総合訓練」の様子

▲東日本大震災の被災地（写真は本市派遣職員が撮影）

　

自
然
災
害
は
、
時
と
し
て
想
像

を
超
え
る
力
で
襲
っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
日
頃
か
ら
防
災
対
策
を

し
て
お
く
こ
と
で
、
被
害
を
少
な

く
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
防
災

対
策
で
最
も
基
本
と
な
る
こ
と

は
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
身
の

安
全
を
守
る
こ
と
で
す
。
そ
の
ポ

イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

家
の
中
の
安
全
対
策
を

　

家
具
は
転
倒
し
な
い
よ
う
に
、

壁
に
固
定
す
る
な
ど
の
対
策
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
家
具
以
外
に

も
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に
ど
の
よ
う

な
危
険
が
あ
る
の
か
を
考
え
て
、

対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地
震
発
生
時
は
あ
わ
て
ず

身
の
安
全
の
確
保
を

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話

な
ど
を
通
じ
て
発
表
さ
れ
る
緊
急

地
震
速
報
を
活
用
し
、
あ
わ
て
ず

に
身
の
安
全
を
確
保
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
や

避
難
に
備
え
て

　

避
難
所
生
活
に
必
要
な
も
の

（
非
常
持
ち
出
し
品
）
を
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
に
詰
め
て
お
き
、
い
つ

で
も
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
よ
う
に

備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
各
世
帯
７
日
分
以
上
の
備
蓄
を

◎
非
常
持
ち
出
し
品
の
例

飲
料
水
（
１
日
３
㍑
）、
食
料
品

（
カ
ッ
プ
め
ん
、
缶
詰
、
ビ
ス
ケ
ッ

災
害
時
に
命
を
守
る

一
人
ひ
と
り
の
防
災
対
策

自助

ト
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
）、
貴

重
品
（
預
金
通
帳
、
印
鑑
、
現
金
、

健
康
保
険
証
な
ど
）、
救
急
用
品
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
（
防
災
ず
き
ん
）、

マ
ス
ク
、軍
手
、懐
中
電
灯
、衣
類
、

下
着
、
毛
布
、
タ
オ
ル
、
携
帯
ラ

ジ
オ
、
予
備
電
池
、
使
い
捨
て
カ

イ
ロ
、
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

洗
面
用
具

９月４日に大阪880万人訓練を実施
　携帯電話に緊急速報メール
が発信されます。訓練用のメー
ルが届いたら、身を守ったり
避難したりするなどの訓練を
できる範囲で行い、いざとい
う時の行動を確認しましょう。
▶とき　９月４日㈮午前11時３分頃と午前11時
15分頃　▶メール配信される携帯電話（対応
機種のみ）　NTTドコモ（エリアメール）、au・
ソフトバンク（緊急速報メール）
※マナーモードでも鳴動します▷鳴ってはいけ
ない場所にいる場合は電源を切ってください。
※対応機種は各電話会社へ問い合わせを。
※おおさか防災情報メール・ヤフー防災情報の
登録者にもメール配信されます。
問い合わせ　府危機管理室（☎06-6941-0351）
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◉
避
難
行
動
要
支
援
者
を
助
け
る

こ
と
が
減
災
の
第
一
歩

　

災
害
時
に
自
ら
避
難
す
る
こ
と

が
困
難
な
人
（
避
難
行
動
要
支
援

者
）
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
守
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
が
作
成
し
、
地
域
の
避
難
支

援
関
係
者
に
提
供
し
て
い
る
「
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」
は
、
災

害
時
の
避
難
支
援
や
安
否
確
認
、

平
常
時
の
見
守
り
活
動
な
ど
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

共助

自主防災組織を立ち上げよう
　市では、自主防災組織で構成する自主防災協議会と連携・
協力し、自主防災組織の組織化を推進しています。設立を
検討されている自治会などは危機管理課へご相談を。

み
ん
な
の
力
を

防
災
・
減
災
の
力
に

　

ど
の
家
に
ど
ん
な
人
が
住
ん
で

い
て
、
ど
こ
で
救
助
を
待
っ
て
い

る
か
な
ど
は
、
地
域
住
民
し
か
知

り
得
な
い
救
助
の
た
め
の
重
要
な

情
報
で
す
。
災
害
発
生
時
に
、
ま

ず
そ
の
人
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と

が
で
き
、
安
否
を
確
認
す
る
た
め

に
す
ぐ
に
現
場
に
駆
け
つ
け
ら
れ

る
の
は
近
所
に
住
む
住
民
以
外
に

は
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
そ
の
地

域
な
ら
で
は
の
問
題
を
住
民
同
士

が
共
有
す
る
こ
と
で
、
被
害
の
状

況
を
正
確
に
つ
か
む
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

　

様
々
な
自
然
災
害
か
ら
身
を
守

る
た
め
に
は
、
地
域
住
民
の
「
助

け
合
う
力
」
が
必
要
で
す
。

■
自
主
防
災
組
織

　

自
主
防
災
組
織
は
、
地
域
住
民

が
連
携
・
協
力
し
、災
害
か
ら
「
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
を
目

的
に
作
ら
れ
た
組
織
で
す
。
市
内

で
は
７
月
末
現
在
、
50
組
織
が
結

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
の
防
災
力
を

高
め
る
た
め
に

日
頃
の
関
係 

い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
に

高向小学校区連合防災部会

部会長　森
も り

　光
み つ

啓
ひ ろ

 さん

■要支援者名簿で見守り活動を実施
　支援が重複したり、必要な人に行き届
かなかったり……。福祉や防犯、防災な
ど様々な支援者が個別に行ってきたこれ
までの見守り活動の課題を解決し組織的
に取り組もうと、昨秋から設立準備を進
めてきた「なんすいひまわり会」。同会
の目的に賛同した会員50人が今年４月
から、市から提供された「避難行動要支
援者名簿」と、独自に作成したマニュア
ルを基に、気付き・声かけなどを中心と
した見守り活動を実施しています。活動
はスタートしたばかりですが、多くの要
支援者に受け入れられ、地域でのつなが
りも生まれています。
　「誰もが住んで良かったと思える町に
したい――」。福祉のつながりから始ま

った活動で実際
の避難行動には
課題もあります
が、こうした日
頃の関係が、い
ざという時の備
えにつながって
いくと確信して
います。

■小学校区で連合防災部会を立ち上げ
　「地域の防災力を高めたい――」。９地
区11自治会がある高向小学校区。自主
防災組織を結成しているのは２地区で、
他地区の組織づくりのきっかけになれば
と、昨年10月に連合防災部会を立ち上
げました。３月に大阪府が主催した「南
河内防災・防犯フェア」で豚汁・アルフ
ァ化米の炊き出し訓練、５月には防災講
演会を実施。今後は９月の「大阪880
万人訓練」や、11月の「地域防災総合
訓練」で、連合防災部会としても何らか
の取り組みができればと考えています。
　災害には、広域で対応していくことが

必要です。校区でも、地域の
特性を踏まえて事前に対策を
取りながら助け合い、連携し
ていくことが大切だと思って
います。

楠翠台自治会会長　岩
い わ

田
た

 耕
こ う

一
い ち

 さん（右）
ひまわり委員会委員長　小

こ

牧
ま き

 克
か つ

己
み

 さん

　

市
や
関
係
機
関
な
ど
で
組
織
す

る
防
災
会
議
で
は
、
災
害
予
防
対

策
な
ど
を
具
体
的
に
定
め
た
地
域

防
災
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、同
計
画
な
ど
に
基
づ
き
、

災
害
に
備
え
た
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

①
防
災
行
政
無
線
を
整
備
　

　

市
内
47
箇
所
に
、
ス
ピ
ー
カ
ー

を
介
し
て
市
庁
舎
か
ら
市
民
に
同

時
に
防
災
情
報
を
伝
え
る
防
災
行

政
無
線
を
配
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
場
対
応
職
員
が
市
庁

舎
と
通
信
で
き
る
車
載
型
（
写
真

左
）・
携
帯
型
な
ど
移
動
系
防
災
行

政
無
線
も
19
台
配
備
し
ま
し
た
。

②
食
糧
・
生
活
必
需
品
の
備
蓄
・

供
給
体
制
を
整
備

　

各
避
難
所
（
41
箇
所
）
に
物
資

を
分
散
備
蓄
し
、
小
中
学
校
に
は

防
災
倉
庫
を
設
置
し
て
い
ま
す

（
写
真
右
）。

③
避
難
所
開
設
に
備
え
地
域
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
を
創
設

　

各
避
難
所
の
近
く
に
住
む
職
員

を
地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
（
防
災
担

当
）
と
し
て
任
命
し
、
市
域
に
震

度
６
弱
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、
直
ち
に
避
難
所
を
開
錠
し

避
難
者
の
受
け
入
れ
が
行
え
る
よ

う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

災
害
に
備
え
た
体
制
づ
く
り

公助

外
が い

国
こ く

人
じ ん

のための
防
ぼ う

災
さ い

ガイドマップを作
さ く

成
せ い

　「防
ぼう

災
さい

ガイドマップ」を国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

の協
きょう

力
りょく

で英
えい

語
ご

・中
ちゅう

国
ごく

語
ご

・韓
かん

国
こく

語
ご

に翻
ほん

訳
やく

し、市
し

ホームページに掲
けい

載
さい

しています（「外
がい

国
こく

語
ご

による情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

」で
検
けん

索
さく

を▷携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

は右
みぎ

のQRコードから）。
災
さい

害
がい

への備
そな

えにご活
かつ

用
よう

ください。
問
と

い合
あ

わせ　危
き

機
き

管
かん

理
り

課
か

、文
ぶん

化
か

・スポーツ振
しん

興
こう

課
か

応急給水体制を確保

　市では、災害で水道管などが破損し断水
となった時に備えて、市役所に給水タンク
車を配備し、災害対策基地に非常用飲料水
袋などの緊急用資機材を準備しています。
また、市内９か所（下表）には、断水時に
応急給水を行う緊急給水拠点を整備してい
ます。
　人が生きるには１人１日３㍑の水が必要
だと言われています。飲料用に水道水をく
み置きする時は、清潔なふた付き容器で直
射日光を避ければ３日程度は使用可能です
（浄水器利用の場合は塩素による消毒効果
がないので当日中の使用を）。
問い合わせ　経営総務課

設置施設 所在地
市役所 原町 1-1-1
緑ケ丘災害対策基地 緑ケ丘中町18-1
西之山配水場 寿町 14-1
東部配水場 美加の台1-31-9
千代田受水場 木戸東町 6-4
日野浄水場 日野 1376-2
日野加圧ポンプ場 高向 1844-1
広野配水池 天野町 85-1
滝畑配水場 天野町 1305-6

市内12郵便局と２協定を締結
～災害時の相互協力、一人暮らしの見守り活動で～

　市は７月31日、市内12郵便局と2つの協定を
締結しました。協定の一つは災害時の相互協力に
関するもので、もう一つは一人暮らしなどの孤立
死を未然に防ぐことを目的とした見守り活動に関す
る協定。市では市内郵便局とも連携・協力しながら、
安全・安心のまちづくりをさらに推進していきます。
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高齢化が進む我が国では将来、65 歳以上の 5人に１人は認知症になると予想されています。
認知症は脳の病気です。放置すれば病気は進行してしまいます。
「何か変だな」と感じたときに自分自身が、そして周りの人が気づくことはとても大切なことです。
高齢者だけではなく若年性のものもある認知症。認知症を人ごとではなく
自分のこととして捉え、この機会に考えてみませんか。
問い合わせ　いきいき高齢課

◉今月の焦点２  認知症を知る

認知症サポーター養成講座
認知症を正しく理解し、支援する方法を学
びます。
とき・ところ　①９月13日㈰午前10時

30分～11時 30分・キックス　②10月21
日㈬午後1時30分～3時30分・キックス
申し込み　電話でいきいき高齢課へ

認知症啓発イベント・Ｒ
ら ん

ＵＮ伴
と も

「ＲＵＮ伴」は認知症の人や家族、支援者、一般
の人が北海道から九州まで少しずつリレーをし
ながら一つのタスキをつなぎ、ゴールを目指しま
す。同イベントに併せて認知症ケアの活動を広く
周知するオレンジキャンペーンも実施します。
とき　10月４日㈰午前９時30分～11時頃
ところ　市役所モックル・フルル広場

※ＲＵＮ伴走者到着時刻は午前10時前後です。

認知症は自分ごと
早期の発見と治療、そして周りの人の理解が大切

◎脳げんき度を測定しましょう
　タッチパネルで脳の認知機能を測定します。もの忘れ
の相談もできます。 とき　９月30日㈬午後１時30分
～４時　 ところ　保健センター　 定員　30人（先
着順）　 申し込み　９月７日からいきいき高齢課へ

１．
２．
３．
４．
５．

６．

７．
８．

９．
10．
11．

12．
13．

14．
15．

物忘れがひどい。同じことを何度も話す。
もののしまい忘れ、置き忘れが増えた。
薬の飲み忘れが多くなった。
約束の時間や場所をよく間違えるようになった。
必要なものを買い忘れたり、同じものを買
ってしまうことが増えた。
電車・バスの乗り換えなど適切な交通手段の
利用ができなくなった。
メモや文章などを書かなくなった。
何か困ったことが起きた時に必要な電話を
かけることができない。
以前のように家事・用事をうまくできなくなった。
趣味や楽しみに対する関心がなくなった。
外出しなくなり、人とのつきあいをさける
ようになった。
家で何もせず、じっとしていることが増えた。
自分の失敗を人のせいにするなど、以前よ
り疑い深くなった。
気分が落ち込みやすくなった。
強い不安におそわれることがある。

次の項目に２個あてはまれば、下記の
相談場所で相談してみましょう！

認知症を予防するために
すこやか体操教室
■もの忘れ予防の話と体操
対象　65歳以上の市民　 とき・ところ　

①９月25日㈮＝三日市市民ホール（フォレス
ト三日市内）、②29日㈫＝キックス、時間はい
ずれも午前９時45分～11時45分　 定員
各30人（先着順・①②いずれかのみ）　 申
し込み　９月７日から電話でいきいき高齢課へ

脳げんき教室
　脳を活性化するための講話と運動を行いま
す。絵本の読み聞かせについても学びます。
とき　10月２日～12月４日の毎週金曜

日午前10時～正午（10回シリーズ）　 と
ころ　三日市市民ホール（フォレスト三日市
内・12月４日は千代田台保育所） 定員　
10人（先着順）　 申し込み　９月７日か
ら電話でいきいき高齢課へ

地域で支えましょう
認知症カフェ ～どなたでもお気軽にお立ち寄りください～

認知症カフェは、認知症に不安や悩みを抱く本人や家族をはじめ、
地域の様々な人が顔を合わせ、対話し、つながりを実感できる、
温かな居場所づくりを目的としています。その中で認知症に対す
る理解が深まり、偏見のないやさしいまちづくりを目指します。

カフェ　ふくろう
とき　毎月第１水曜日午後１時～４時　 場所　

市役所内キッチンくすくす　※喫茶代などの実費要。

カフェ☆いちばん星
とき　毎月第２水曜日午後２時～４時　 場所　高齢者住

宅「いちばん星」　三日市町317-７　※喫茶代などの実費要。

認
知
症
は
本
人
の
気
持
ち
を

理
解
す
る
こ
と
か
ら

　
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
と
し
て
認

知
症
を
正
し
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の

活
動
な
ど
を
す
る
中
で
、
特
に
感
じ
る

こ
と
は
、
認
知
症
へ
の
誤
解
で
す
。
認
知

症
は
治
ら
な
い
か
ら
何
を
し
て
も
無
駄

と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、
認

知
症
は
早
期
に
発
見
し
、
環
境
を
整
え

る
こ
と
で
症
状
の
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
中
で
も
ス
ト
レ
ス
が
あ
る
と
認

知
症
は
進
行
し
や
す
い
の
で
、
家
族
や

周
り
の
人
が
認
知
症
を
理
解
し
、
ス
ト

レ
ス
を
与
え
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
の
人
の
言
動
が
理
解
で

き
な
い
場
合
で
も
、
必
ず
理
由
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
強
い
不
安
感
や
自
尊
心
が

傷
つ
く
よ
う
な
対
応
を
さ
れ
る
と
怒
り
出

す
こ
と
は
よ
く
あ
り
ま
す
し
、

頻
繁
に
外
出
す
る
場
合
は
、「
不

安
を
解
消
す
る
た
め
」「
過
去

の
役
割
を
求
め
て
」
な
ど
の
原

因
が
あ
る
も
の
で
す
。
ま
ず
は

「
な
ぜ
？
」
と
考
え
る
こ
と
か
ら

始
め
て
、
本
人
の
気
持
ち
を
理

解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
す
。

◎認知症の人と家族を支援する相談場所◎
名　称 主な担当地域 住所・電話番号

東部地域包括
支援センター 千代田・長野・川上小学校区 西之山町 1-2

☎ 52-0180
中部地域包括
支援センター

三日市・南花台・加賀田・石仏・
天見・美加の台小学校区

上田町 155-5
☎ 55-3451

西部地域包括
支援センター

楠・小山田・天野・高向小学
校区

小山田町1701-1
☎ 56-6600

※受付時間　月曜から土曜　午前９時～午後５時 30分（祝日・休日・年末年始を除く）

あなたのご家族や友人についてもチェックしてみましょう

河内長野市認知症地域支援推進員

山
や ま

戸
と

江
え

利
り

香
か

さん

□
□ 
□ 
□ 
□  

□ 

□ 
□  

□
□
□

□ 
□

□ 
□ 
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■
た
ば
こ
相
談
（
予
約
制
）

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
も
あ
な
た
の

禁
煙
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。　

と
き　

偶
数
月
の
第
４
月
曜
日
の

午
後
２
時
〜
４
時

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

肺
が
ん
以
外
の

検
診
も
受
け
ま
し
ょ
う

　

肺
が
ん
検
診
は
死
亡
率
の
減
少

が
認
め
ら
れ
、
厚
生
労
働
省
に
よ

り
推
奨
さ
れ
て
い
る
科
学
的
根
拠

の
あ
る
が
ん
検
診
で
す
。
肺
が
ん

◉今月の焦点３　がん検診を受けましょう

ご存じですか？

肺がん検診
禁
煙
で
、
肺
が
ん
予
防

■
喫
煙
者
の
肺
が
ん
リ
ス
ク
は
非
喫

煙
者
の
男
性
＝
4.8
倍
、
女
性
＝
3.9
倍

　

喫
煙
は
肺
が
ん
の
最
大
の
危
険

因
子
で
す
。
肺
が
ん
の
予
防
と
し

て
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
た
ば
こ

を
吸
わ
な
い
こ
と
で
す
。
た
ば
こ

の
先
か
ら
立
ち
上
る
煙
を
吸
い
込

む
こ
と
で
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い

る
人
の
周
囲
の
人
の
肺
が
ん
の
リ

ス
ク
も
高
く
な
り
ま
す
。
あ
な
た

と
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
た
め
に

も
、
禁
煙
し
ま
し
ょ
う
。

無
症
状
の
う
ち
に

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

肺
が
ん
は
進
行
の
程
度
に
か
か

わ
ら
ず
、
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い

場
合
が
多
い
の
で
、
無
症
状
の
う

ち
に
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
大

事
で
す
。
早
期
に
発
見
し
、
早
期

に
治
療
す
れ
ば
、
約
８
割
が
治
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
40
歳
を
迎

え
た
ら
、
年
に
１
度
肺
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

知
っ
て
い
ま
す
か
？

肺
が
ん
検
診
の
受
診
率

　

肺
が
ん
は
早
期
に
発
見
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
が
、
府
の
肺
が
ん

検
診
の
受
診
率
は
全
国
平
均
よ
り

も
低
く
、
本
市
の
受
診
率
は
府
平

均
よ
り
も
さ
ら
に
低
い
状
況
で
す

（
下
図
参
照
）。

　

男
女
と
も
75
歳
以
上
の
高
齢
者

の
受
診
率
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
肺
が
ん
に
か
か
る
確

率
が
高
く
な
る
60
歳
代
の
受
診

者
は
減
少
し
て
お
り
、
定
年
後
も

続
け
て
受
診
が
必
要
で
す
。
が
ん

検
診
の
受
診
率
が
向
上
す
れ
ば
、

が
ん
に
よ
る
死
亡
を
減
ら
す
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

問い合わせ　保健センター（☎ 55-0301）

肺
が
ん
検
診
が

医
療
機
関
で
も
受
診
可
能
に

　　

肺
が
ん
検
診
は
、
こ
れ
ま
で
保

健
セ
ン
タ
ー
の
み
の
実
施
で
し
た

が
、
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
た

「
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
が
「
肺
が
ん

検
診
」
に
変
更
さ
れ
た
た
め
、
５

月
か
ら
医
療
機
関
で
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
家
の
近
く

で
受
診
で
き
、
受
診
日
時
の
融
通

が
利
く
の
で
、
と
て
も
便
利
に
な

り
ま
し
た
。ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
肺
が
ん
検
診
取
扱
医
療
機
関

は
、
４
月
に
本
紙
と
同
時
配
布
し

た
「
す
こ
や
か
健
康
年
間
事
業
案

内
」、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

日本における死因の第１位はがんです。
がんの中でも肺がんによる死亡率は最も高く、
５割を超えています。
しかし最近では、診断と治療の進歩により、
早期発見、早期治療が可能となっています。
検診を正しく理解し、受診しましょう。

　

肺
が
ん
は
進
行
ス
ピ
ー
ド
が

速
く
、
十
分
な
治
療
を
行
う
た

め
に
早
期
発
見
が
大
切
な
病
気

で
す
。
し
か
し
、
市
の
肺
が
ん
検

診
受
診
率
の
低
さ
が
課
題
で
し

た
。
昨
年
に
こ
の
現
状
を
打
開

で
き
な
い
か
と
保
健
セ
ン
タ
ー
か

ら
相
談
さ
れ
、
医
師
会
で
も
受

診
率
向
上
を
目
指
し
て
、
市
内

の
医
療
機
関
で
検
診
を
受
診
で

き
る
よ
う
に
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

５
月
か
ら
の
実
施
に
向
け
、
３

月
に
勉
強
会
を
開
催
。
勉
強
会

で
は
、講
師
が「
統
計
上
、毎
年
80

人
を
超
え
る
市
民
に
新
規
の
肺

が
ん
が
見
つ
か
る
」
と
話
さ
れ
た

こ
と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
肺
が
ん
検
診
は
レ
ン
ト

ゲ
ン
を
専
門
医
に
も
見
て
も
ら

う
こ
と
に
な
る
の
で
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
の
正
し
い
撮
り
方
や
専
門
医
の

着
眼
点
な
ど
を
学
び
、
自
分
の

知
識
向
上
に
も
役
立
ち
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
準
備
を
経
て
、
医

療
機
関
で
も
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
私
も
特
定
健

康
診
査
を
受
け
る
人
に
肺
が
ん

検
診
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
費

用
が
５
０
０
円
必
要
で
す
が
多

く
の
人
は
積
極
的
に
受
診
さ
れ

て
い
ま
す
。
実
際
に
肺
が
ん
検

診
の
受
診
率
が
大
幅
に
上
が
っ

て
い
る
よ
う
で
、
健
康
へ
の
関

心
が
高
い
と
い
う
市
民
気
質
の

あ
ら
わ
れ
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
肺
が
ん
検
診
を
受
診

す
る
と
、
心
大
血
管
や
肺
疾
患

な
ど
、
肺
が
ん
以
外
の
病
気
が

見
つ
か
る
こ
と
も
。
が
ん
の
早

期
発
見
と
健
康
の
た
め
に
、
定

期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

0
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肺がん検診受診率（平成 24 年度市民検診）

肺
が
ん
検
診
っ
て
？

対
象
　
40
歳
以
上
の
市
民

費
用
　
５
０
０
円

検
診
内
容

①
胸
部
Ｘ
線
検
査

　
Ｘ
線
で
肺
全
体
を
撮
影

し
、
そ
の
写
真
を
２
人
の
医

師
で
診
ま
す
。
肺
野
部
（
肺

の
奥
の
部
分
）
の
が
ん
を
見

つ
け
る
の
に
適
し
て
い
ま
す
。

②
喀か

く

痰た
ん

細
胞
診

　

早
朝
に
採
取
し
た
痰
の
中

に
、
肺
が
ん
細
胞
が
ま
ぎ
れ

て
い
な
い
か
を
調
べ
ま
す
。

気
管
支
な
ど
肺
門
部
（
肺
の

入
り
口
）
の
が
ん
を
見
つ
け

る
の
に
適
し
て
お
り
、
喫
煙

歴
が
あ
る
50
歳
以
上
で
、
た

ば
こ
指
数
（
１
日
本
数
×
喫

煙
年
数
）
が
６
０
０
以
上
の

人
は
、
胸
部
Ｘ
線
検
査
と
あ

わ
せ
て
受
診
し
ま
す
。

肺がん講演会
■正しい知識を身につけて、健康を守りましょう！
　府立成人病センター医師の中山富雄さんが「知
っておきたい　肺がんの予防と早期発見」をテ
ーマに講演します。
▶とき　9月 13 日㈰午後１時 15 分～２時 45
分　▶ところ　キックス　▶定員　70人（先着
順）　▶申し込み　電話で保健センターへ

以
外
に
も
４
つ
の
が
ん
（
胃
が
ん
・

大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
・
子
宮
頸け

い

が
ん
）

が
推
奨
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
も

こ
れ
ら
の
検
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
検
診
で
見
つ
か
る
が
ん
の
多

く
は
「
早
期
が
ん
」
で
す
。
早
期

に
発
見
す
る
と
生
存
率
が
高
ま
り
、

治
療
に
つ
い
て
も
体
へ
の
負
担
が

小
さ
く
す
み
ま
す
。
ま
た
、
が
ん

に
な
る
前
の
病
変
が
発
見
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
を
治
療
す
る

こ
と
で
、
が
ん
に
な
る
こ
と
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
定
期
的
に

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

がん検診や
肺がん講演会も
チャレンジ対象

「健幸アップチャレンジ」
もうはじめてますか？
■健康づくりに取り組んで、健康と素敵な賞品
を手に入れよう
　自分にあった食事・運動の目標に取り組み、
健（検）診を受診したり、健康に関する教室やイ
ベントに参加して健康づく
りに取り組みましょう。チ
ャレンジした人には素敵な
賞品をプレゼントします。
※詳しくは市内公共施設に
設置している冊子「『健幸
アップチャレンジ』はじめ
ませんか」をご覧ください。

～たばこを吸う人も吸わない人も検診は必要です～

▲胸部Ｘ線検査

河
内
長
野
市
で
は
毎
年
約
80
人
が

肺
が
ん
に
な
っ
て
い
ま
す

森
川
ク
リ
ニ
ッ
ク（
北
青
葉
台
）

森も

り

川か

わ

栄え

い

司じ

医
師 
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が

始
ま
り
ま
す

９月は高齢者
保健福祉月間です

国勢調査を実施します
今回からインターネット回答もスタート！

国勢調査は、日本の人口や世帯の実態を明らかにするため、

５年ごとに実施される国の最も重要な統計調査です。

調査結果は、福祉施策や生活環境整備､災害対策など、

日本の未来をつくるために欠かせない様々な施策の計画策定などに利用されます。

調査へのご理解とご協力をお願いします。

問い合わせ　国勢調査実施本部（情報センター内）

■
敬
老
祝
品
を
支
給

　

９
月
１
日
現
在
で
、
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
88
歳
の

人
に
、
９
月
中
に
敬
老
祝
品
を
お

送
り
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
中

に
１
０
０
歳
に
な
る
人
に
は
、
誕

生
月
に
お
送
り
し
ま
す
。

■
記
念
行
事

◎
市
内
最
高
齢
者
を
訪
問

　

市
長
と
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

が
市
内
の
男
女
最
高
齢
者
を
訪
問

し
、
長
寿
を
祝
い
ま
す
。

◎
い
き
い
き
長
寿
福
祉
大
会

と
き　

９
月
５
日
㈯
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　

ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

内
容　

式
典
、
老
人
ク
ラ
ブ
員
に

よ
る
演
芸

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

　

そ
の
他
の
催
し
は
13
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■調査の対象
平成27年10月1日現在、日本国内に住んでいるすべ
ての人（外国人を含む）
■調査の日程・方法（※②④のいずれかで回答）　
①９月10日～12日　すべての世帯にインターネット
回答用 IDを配布
②９月10日～20日　パソコンやタブレット、スマー
トフォンからインターネット回答
③９月26日～30日　インターネット回答のなかった
世帯に調査票を配布
④10月１日～７日　調査票提出（調査員に渡していた
だくか、郵送用封筒で郵送してください）
■調査の内容
「男女の別」「出生の年月」「就業状況」「従業地または
通学地」など17項目

■国勢調査Ｑ＆Ａ
Ｑ．調査員はどんな人？
Ａ．調査票を配布する国勢調査員は、市長の推薦により
総務大臣が任命する非常勤の国家公務員です。みなさ
んのライフスタイルに合わせ、夜間に訪問させていただ
くこともあります。
Ｑ．個人情報は漏れたりしない？
Ａ．国勢調査は、統計法に基づき、統計の作成を目的と
して実施しています。調査によって得られた情報は、統
計法によって厳格に保護されているため、個人情報が
漏れることは絶対にありません。
※国勢調査を装った「かたり調査」にご注意ください。
国勢調査の調査員は必ず顔写真の入った「調査員証」
を携行し、直接訪問して調査を行います。調査員が世
帯を訪問した際は、「調査員証」をご確認ください。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
社
会
保
障
・
税
番
号
）
は
、
住
民
票
の
あ
る

一
人
ひ
と
り
が
持
つ
12
桁
の
番
号
の
こ
と
で
す
。
社
会
保
障
、
税
、

災
害
対
策
の
分
野
で
効
率
的
に
情
報
を
管
理
し
、
複
数
の
機
関
に

存
在
す
る
個
人
の
情
報
が
同
一
人
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る

た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
行
政
改
革
課

▲いきいき長寿福祉大会（写真は
昨年の様子）

マイナンバー制度の３つのメリット
①利便性の向上～面倒な手続きが簡単に～
　申請時に必要な課税証明書などの資料の添付を省略できる
ようになります。
②行政の効率化～手続きが正確で早くなります～
　行政機関での作業の無駄が削減され、手続きがスムーズに
なります。　
③公平・公正な社会の実現～給付金などの不正受給の防止～
　行政機関が住民の所得状況などを把握しやすくなり、不正
受給を防止できます。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ
を

10
月
か
ら
送
付
〜
住
所
変
更
は
お

早
め
に
〜

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た

「
通
知
カ
ー
ド
」
を
住
民
票
の
住

所
へ
世
帯
ご
と
に
簡
易
書
留
郵
便

で
送
付
し
ま
す
。
住
民
登
録
の
住

所
以
外
に
は
転
送
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
実
際
の
住
所
が
異
な
る
場
合

は
住
民
票
の
異
動
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
や
、

Ｄ
Ｖ
な
ど
の
被
害
者
、医
療
機
関
・

施
設
に
長
期
間
入
院
・
入
所
し
て

い
る
な
ど
の
理
由
で
住
所
地
を
離

れ
て
い
る
人
は
、
送
付
先
を
変
更

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
住
所
地
の
市
区
町
村
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

マイナンバー制度に関するお問い合わせは

0570-20-0178（全国共通ナビダイヤル）
平日午前９時30分～午後５時30分

※ナビダイヤルは通話料がかかります▷外国語対応は0570-20-0291へ。

生きるも
活きるも
私たち次第

市では、高齢者のみなさんがすこやかで、
元気に過ごしていただけるよう、次の事業を実施します。

問い合わせ　いきいき高齢課



市政と関連情報 モックル生活ガイド

休日急病診療所
菊水町 2-13（保健センター横、☎ 55-0300）
診療科目　内科（日曜日・祝休日は歯科も）
※小児科診療（中学生以下）は行っていません。
受付時間　土曜日=午後６時～８時40分、
日曜日・祝休日=午前10時～11時 40分
と午後１時～３時40分
※健康保険証を必ず持参してください。

小児科診療は、河内長野市を含む近隣３市２町１村
共同で医師の確保を行い、数少ない小児科医の協
力のもと実施しています▷日曜日、祝休日の小児科
（中学生以下）は富田林病院（☎29-1121）へ。
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と
き　

10
月
６
日
㈫
〜
12
月
15
日

㈫
の
う
ち
11
回
▽
主
に
火
曜
日
の

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
に
実

施
▽
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

と
こ
ろ　

健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

定
員　

25
人
（
選
考
）

申
し
込
み　

９
月
16
日
ま
で
に
電

話
で
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
62

・
１
９
１
９
）
へ

健
康
づ
く
り
推
進
員
に
よ
る

ち
ょ
こ
っ
と
ハ
イ
ク

■
初
秋
の
風
を
感
じ
て

と
き　

９
月
９
日
㈬
午
前
10
時
〜

正
午（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
〜
）

▽
荒
天
中
止

集
合
・
解
散　

保
健
セ
ン
タ
ー

行
き
先　

長
野
公
園
〜
河
合
寺

（
約
５
㌔
）

持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル

※
当
日
直
接
集
合
場
所
へ
。

自
分
に
合
っ
た
歩
き
方
が
見
つ
か
る
！

は
じ
め
て

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

と
き　

９
月
30
日
㈬
、
10
月
７
日

㈬
午
前
９
時
45
分
〜
11
時
45
分

（
予
備
日
10
月
９
日
）
▽
２
回
シ

リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館
ほ
か

内
容　

歩
き
方
の
測
定
や
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
の
実
践
な
ど

定
員　

35
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

９
月
７
日
か
ら
電
話

で
㈱
デ
サ
ン
ト
（
☎
０
９
０
・
３

３
５
８
・
０
６
０
８
）
へ
▽
受
付

は
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

30
分

い
き
い
き
介
護
フ
ェ
ス
タ

■
や
っ
て
み
よ
う
健
康
づ
く
り　

知
っ
て
お
こ
う
介
護
の
こ
と

と
き　

９
月
13
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

内
容　

モ
ッ
ク
ル
介
護
予
防
体
操

や
介
護
事
業
所
の
紹
介
、
介
護
食

の
展
示
・
試
食
、
介
護
用
品
の
展

示
、
介
護
体
験
、
脳
げ
ん
き
度
測

定
、
認
知
症
相
談
な
ど

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
景
品
が
も

ら
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
あ
り

ま
す
▽
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
高
齢
課

い
き
い
き
介
護
教
室

■
花
の
ブ
ロ
ー
チ
作
り

対
象　

家
族
の
介
護
を
し
て
い
る

市
内
在
住
者
（
裁
縫
の
で
き
な
い

人
も
可
）　

と
き　

９
月
18
日
㈮
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ　

千
代
田
公
民
館

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

西
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

56
・
６
６
０
０
）

い
き
い
き
長
寿

ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
交
流

を
目
的
と
し
た
催
し
で
す
。

対
象　

60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

と
き　

10
月
14
日
㈬
午
後
１
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館

申
し
込
み　

10
月
９
日
ま
で
に
電

話
で
い
き
い
き
高
齢
課
へ

問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
高
齢
課

錦
渓
苑
の
健
康
運
動
教
室

■
自
分
の
体
を
知
り
、
健
康
に
過

ご
す
に
は
〜
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
〜

対
象　

60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

と
き　

10
月
15
日
〜
来
年
３
月
31

日
の
木
曜
日
（
第
２
木
曜
日
と
12

月
24
・
31
日
を
除
く
）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

定
員　

10
人
（
抽
選
）

申
し
込
み　

９
月
８
日
〜
18
日
に

同
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
不
可
▽
利

用
証
や
運
転
免
許
証
、
保
険
証
な

ど
の
持
参
が
必
要
）

※
保
険
代
が
１
３
０
０
円
程
度
必
要
。

問
い
合
わ
せ　

福
祉
セ
ン
タ
ー
錦

渓
苑
（
☎
65
・
０
１
２
３
）

健
康

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
586-
０
０
１
２
菊
水
町
２
の
13

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

※
対
象
の
記
載
が
な
い
同
セ
ン

タ
ー
の
事
業
は
市
民
が
対
象
。

糖
尿
病
予
防
相
談

対
象　

血
糖
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ

１
ｃ
が
高
め
（
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
値
６
・

９
％
未
満
）
で
、
治
療
を
受
け
て

い
な
い
市
民

と
き　

９
月
17
日
㈭
、
10
月
15
日

㈭
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
に

よ
る
相
談

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

40
代
か
ら
の
は
じ
め
て

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

　

運
動
習
慣
を
身
に
付
け
、
筋
力

ア
ッ
プ
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
、
柔
軟

性
の
向
上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　

体
力
や
身
体
機
能
の
低
下

を
感
じ
、
運
動
習
慣
が
な
い
40
〜

64
歳
で
、健
康
支
援
セ
ン
タ
ー（
ウ
ェ

ル
ネ
ス
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
）
を
利

用
し
た
こ
と
が
な
い
市
民

問い合わせ　健康支援センター
ウェルネスフォレスト三日市

☎62-1919

運動は「無理せず」
「楽しく」を心掛けましょう！

( )

◉健康・栄養・歯科相談◉
相談 健康相談 栄養相談（予約制） 歯科相談

相談日 毎週月曜日（祝休日を除く）

時間 午後２時～
４時

午前10時～
正午

午前10時～
正午

担当 保健師 管理栄養士 歯科衛生士

場所 保健センター
※希望者は直接会場へ▷栄養相談は電話で保健
センターへ申し込みを。

公民館の健康講座

■ノルディックウオーキング
　ウオーキングの基礎を学び、
周辺の里山を歩きます。
とき　９月18日㈮午後１時30分～３時▷
雨天の場合は屋内で軽スポーツを実施
ところ　天見公民館
定員　20人（先着順）
申し込み　９月５日から同館へ
問い合わせ　天見公民館（☎63-4074）
■元気体操 自己管理のスキルを高めよう！
とき　９月26日㈯午前10時～11時 30分
ところ　天野公民館
定員　15人（先着順）
申し込み　９月５日から同館へ
問い合わせ　天野公民館（☎55-6191）

高
齢
者

健康 高齢者 その他

その他

▷

◉
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
◉

歴
史
文
化
基
本
構
想（
素
案
）に

あ
な
た
の
ご
意
見
を

　

市
で
は
、
文
化
財
の
保
存
・

活
用
に
関
す
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
と
し
て
、
歴
史
文
化
基
本
構

想
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
た
び
市
歴
史
文
化
基

本
構
想
等
策
定
委
員
会
で
は
、

教
育
委
員
会
の
諮
問
を
受
け
、

そ
の
素
案
を
ま
と
め
ま
し
た
の

で
、
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

募
集
方
法　

所
定
の
意
見
提
出

用
紙
で
９
月
１
日
〜
30
日
（
当

日
消
印
有
効
）
に
ふ
る
さ
と
交

流
課
へ

※
素
案
と
意
見
提
出
用
紙
は
情

報
セ
ン
タ
ー
、
キ
ッ
ク
ス
、
ラ

ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、

あ
や
た
ホ
ー
ル
、
く
す
の
か

ホ
ー
ル
、
み
の
で
ホ
ー
ル
、
三

日
市
情
報
コ
ー
ナ
ー
な
ど
主
な

公
共
施
設
に
備
え
て
い
ま
す
▽

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧

し
、
意
見
を
入
力
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
▽
意
見
に
対
す
る
個

別
対
応
は
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

同
事
務
局
（
ふ

る
さ
と
交
流
課
内
）

★大阪府救急医療情報センター（医療機関情報）
☎06-6693-1199（24時間）

★救急安心センターおおさか（救急医療相談）
相談電話　♯7119（ダイヤル回線・IP電話
からは☎06-6582-7119へ▷24時間）

★小児救急電話相談～受診するか迷ったときは～
相談電話　♯8000（ダイヤル回線・IP電話から
は☎06-6765-3650へ▷午後８時～翌朝８時）

市政と関連情報 モックル生活ガイド

子
ど
も
の
健
康
教
室
・

相
談
い
ろ
い
ろ

①
も
ぐ
も
ぐ
教
室

対
象　

市
内
在
住
で
生
後
５
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　

９
月
９
日
㈬
、
10
月
14
日

㈬
午
後
１
時
15
分
〜
２
時
45
分

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

離
乳
食
（
生
後
５
〜
８
か

月
頃
）
の
正
し
い
与
え
方
な
ど

定
員　

15
人
（
先
着
順
）　

②
か
み
か
み
教
室

対
象　

市
内
在
住
で
生
後
９
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　

９
月
11
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

離
乳
食
（
生
後
９
〜
18
か

月
頃
）
の
正
し
い
与
え
方
な
ど

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

③
離
乳
食
・
幼
児
食
相
談
会

対
象　

市
内
在
住
で
離
乳
期
か
ら

就
学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　

９
月
18
日
㈮
、
10
月
16
日

㈮
午
前
９
時
40
分
〜

と
こ
ろ　

乳
幼
児
健
診
セ
ン
タ
ー

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容　

管
理
栄
養
士
と
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
相
談

定
員　

各
６
人
（
先
着
順
）

④
す
く
す
く
歯
科
相
談

と
き　

９
月
７
日
㈪
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　

乳
幼
児
健
診
セ
ン
タ
ー

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容　

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
相
談

持
ち
物　

歯
ブ
ラ
シ

①
〜
④
の
申
し
込
み　

①
〜
③
は

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
、
④
は

当
日
直
接
会
場
へ

９月10日～16日は

自殺予防週間
　悩みを抱えている人は、一人
で悩まず、専門機関にご相談く
ださい。
◎府こころの健康総合センター
（☎06-6607-8814▷平日午前
９時30分～午後５時）
◎関西いのちの電話
（☎06-6309-1121▷24時間）
◎自殺予防いのちの電話
（☎0120-738-556▷毎月10日
午前８時～11日午前８時）
問い合わせ　府こころの健康総合
センター（☎06-6691-2818）
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子
ど
も
・
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
で
開
催
し
ま
す
。

❶
ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　

親
子
の
た
め
の
わ
ら
べ
う
た
や

絵
本
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

１
歳
６
か
月
〜
２
歳
６
か
月
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き　

９
月
24
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜
11

時　

▼
定
員　

10
組
（
抽
選
）

❷
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ

▼
対
象　

市
内
在
住
の
平
成
25
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
未
就

園
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

▼

内
容
・
と
き　

①
公
園
で
遊
ぼ

う
！
＝
９
月
14
日
㈪
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分
、
②
消
防
署
見
学

と
お
弁
当
タ
イ
ム
＝
10
月
６
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
正
午　

▼
と

こ
ろ　

①
寺
ケ
池
公
園
（
雨
天
時

は
あ
い
っ
く
で
「
新
聞
紙
で
遊
ぼ

う
！
」
を
実
施
）、
②
消
防
署
・
赤

峰
市
民
広
場
（
雨
天
時
は
消
防
署

見
学
の
み
）

❸
自
称 

高
年
齢
出
産
マ
マ
の
交

流
会

▼
対
象　

市
内
在
住
の
就
学
前
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
（
保
護
者

の
み
の
参
加
も
可
）　

▼
と
き　

10
月
１
日
㈭
・
８
日
㈭
午
前
10
時

30
分
〜
正
午
（
２
回
シ
リ
ー
ズ
）

▼
定
員　

10
組
（
抽
選
）

❹
簡
単
！
昆
布
だ
し
で
離
乳
食

　

だ
し
の
取
り
方
や
、
野
菜
を

使
っ
た
離
乳
食
を
作
り
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
４
〜
10
か

月
の
第
１
子
と
そ
の
保
護
者　

▼

と
き
10
月
13
日
㈫
午
前
10
時
30
分

〜
正
午　

▼
と
こ
ろ　

河
内
長
野

ガ
ス
㈱
（
昭
栄
町
）　

▼
定
員　

10
組
（
抽
選
）

❺
実
家
が
遠
い
マ
マ
の
交
流
会

▼
対
象　

実
家
が
遠
い
保
護
者
と

就
学
前
の
子
ど
も
（
保
護
者
の
み

の
参
加
も
可
）　

▼
と
き　

９
月

10
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜
正
午　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

子育て

❻
双
子
・
年
子 

育
児
中
マ
マ
の

交
流
会

▼
対
象　

就
学
前
の
多
胎
児
や
年

子
と
そ
の
保
護
者
（
多
胎
児
を
妊

娠
中
の
人
や
保
護
者
の
み
の
参
加

も
可
）　

▼
と
き　

９
月
29
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
正
午　

▼
当
日

直
接
会
場
へ

❶
〜
❹
の
申
し
込
み　

は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、
性
別
、

第
何
子
か
、
住
所
、
電
話
番
号
、

子
育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と
催
し

名
を
記
入
し
て
９
月
９
日
（
必

着
）
ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー

０
０
１
５
本
町
24
の
１
ノ
バ
テ
ィ

な
が
の
北
館
５
階
）
へ

■
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら
の
申
し

込
み
（
８
月
31
日
か
ら
）

Ｐ
Ｃ
サ
イ
トhttp://k-kira.jp

携
帯
サ
イ
トhttp://k-kira.jp/m

※
携
帯
サ
イ
ト
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
下
図
）
か
ら
。

問
い
合
わ
せ　

あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、℻
50
・
４
６
６
５
）

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

「
い
ち
・
に
・
の
ジ
ャ
ン
プ
！
」

　

子
ど
も
に
は
親
子
遊
び
や
集
団

遊
び
、保
護
者
に
は
ス
タ
ッ
フ（
保

育
士
・
保
健
師
・
心
理
相
談
員
）

に
よ
る
個
別
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で

の
話
し
合
い
を
通
じ
て
、
問
題
解

決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

▼
対
象　

毎
日
の
育
児
の
中
で

「
こ
と
ば
が
遅
い
」「
落
ち
着
き
が

な
い
」
な
ど
の
不
安
を
抱
え
て
い

る
市
内
在
住
の
親
子
（
子
ど
も
は

お
お
む
ね
２
歳
〜
４
歳
）　

▼
と

き　

10
月
〜
来
年
３
月
（
子
ど
も

の
年
齢
に
応
じ
て
曜
日
を
設
定
、

時
間
は
午
前
10
時
〜
正
午
）　

▼

と
こ
ろ　

あ
い
っ
く
な
ど　

▼
申

し
込
み　

９
月
７
日
〜
11
日
に
あ

い
っ
く
へ

問
い
合
わ
せ　

あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
７
１
）

フ
ァ
ミ
サ
ポ
交
流
会

　

白
い
陶
器
に
好
み
の
転
写
紙
を

貼
っ
て
、
フ
リ
ー
カ
ッ
プ
を
作
り

ま
す
。

▼
対
象　

地
域
で
の
子
育
て
支
援

活
動
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
活
動
に
関
心
の
あ

る
市
民　

▼
と
き　

９
月
30
日
㈬

午
前
10
時
15
分
〜
正
午　

▼
と
こ

ろ　

あ
い
っ
く　

▼
定
員　

15
人

（
先
着
順
）　

▼
材
料
費　

１
個

１
０
０
０
円　

▼
申
し
込
み　

９

月
７
日
か
ら
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

へ
（
受
付
は
午
前
10
時
か
ら
）

問
い
合
わ
せ　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
あ
い
っ
く

内
、
☎
50
・
４
６
７
０
）

ナ
ガ
ス
ポ
・

わ
く
わ
く
キ
ャ
ラ
バ
ン

▼
内
容
・
対
象　

①
た
の
し
い
運

動
あ
そ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
小
学

１
・
２
年
生
、
②
運
動
遊
び
で
大

冒
険
＝
お
お
む
ね
３
歳
２
か
月
〜

就
学
前
の
子
ど
も　

▼
と
き　

９

月
19
日
㈯
、
時
間
は
①
が
午
前
９

時
30
分
〜
10
時
30
分
、
②
が
午
前

10
時
40
分
〜
11
時
40
分　

▼
と
こ

ろ　

高
向
小
学
校
体
育
館　

▼

定
員　

各
25
人
（
先
着
順
）　

▼

参
加
費　

各
３
０
０
円
（
当
日
徴

収
）
▼
申
し
込
み　

９
月
７
日
か

ら
電
話
で
長
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
事
務
局
へ
（
日
曜
・
祝
日
を

子
育
て

除
く
▽
受
付
は
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
）

問
い
合
わ
せ　

長
野
総
合
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
（
☎
56
・
２
０
３
２
）

み
ん
な
あ
つ
ま
れ
！

　

ロ
ー
ル
紙
芝
居
や
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者　

▼
と
き　

９
月
25
日

㈮
午
前
10
時
30
分
〜
正
午　

▼
と

こ
ろ　

加
賀
田
公
民
館　

▼
定
員

30
人
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み

９
月
５
日
か
ら
同
館
へ

問
い
合
わ
せ　

加
賀
田
公
民
館

（
☎
62
・
２
１
１
６
）

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

　

乳
幼
児
と
わ
ら
べ
歌
や
手
遊

び
、
絵
本
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

▼
対
象　

１
歳
以
上
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者　

▼
と
き　

９
月
17

日
㈭
・
10
月
15
日
㈭
①
午
前
10
時

20
分
〜
11
時
（
１
歳
児
向
け
）
②

午
前
11
時
20
分
〜
正
午
（
２
歳
児

向
け
）　

▼
と
こ
ろ　

図
書
館　

▼
定
員　

各
10
組
（
先
着
順
）
▼

当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　

図
書
館

（
☎
52
・
６
９
３
３
）

母
乳
育
児
支
援
講
演
会

　
「
食
べ
る
力
を
育
も
う
」を
テ
ー

マ
に
、小
児
科
医
が
講
演
し
ま
す
。

▼
対
象　

子
育
て
中
の
母
親
と
そ

の
家
族　

▼
と
き　

10
月
25
日
㈰

午
後
２
時
〜
３
時
30
分　

▼
と

こ
ろ　

大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー

（
木
戸
東
町
）　

▼
定
員　

２
０
０

人
（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み　

９

月
５
日
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

（
下
図
）ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
（bonyuikuji.om

h@
gm
ail.

com

）
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
経
営

企
画
室
（
☎
53
・
５
７
６
１
）

母
子
家
庭
の
母
な
ど
を
対
象
と

し
た
職
業
訓
練
受
講
生
募
集

■
パ
ソ
コ
ン
実
務
習
得
科（
２
か
月
）

▼
と
き　

12
月
１
日
㈫
〜
来
年
１

月
29
日
㈮　

▼
と
こ
ろ　

イ
ン

グ
堺
東
校（
堺
市
堺
区
）　

▼
定

員　　

20
人
（
選
考
）　

▼
教
材
費

１
万
円　

▼
申
し
込
み　

９
月
18

日
〜
10
月
13
日
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

河
内
長
野
へ

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
い
合
わ
せ　

府
人
材
育
成
課

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
５
３
１
）

★地域の子育て 集いの広場
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流したりす
る場所です。会場や内容など詳しくは問い合わせを。

写真は「長野駅前夜店の夕べ」の様子（21ページに関連記事）

◉子育てわいわいルーム
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 ９月９日㈬ ☎ 62-6155

千代田公民館 ９月 18日㈮ ☎ 55-1125

加賀田公民館 ９月 25日㈮ ☎ 62-2116
※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎ 63-7242

毎週火・木・金曜日と９月７日㈪・14日㈪午前10
時～午後３時30分
９月14日㈪は「けいこ先生のリズム遊び」（午前11
時30分～）、24日㈭は「手作りかざぐるまを作ろう！」
（午前10時30分～）をします。

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎ 62-3501

毎週月・水・木曜日午前10時～午後３時
９月25日㈮は「ミニ運動会」をします（午前10時
～正午▷先着６組▷参加費100円▷要予約）。

◉福祉委員会・自治会主催の遊びの広場

地域 開催場所

川上（清見台） 楠清会館  

美加の台 美加の台老人第１集会所

南花台 南花台南集会所

南花台３丁目 南花台UR第２集会所２階

南青葉台 南青葉台自治会館

松ケ丘 松ケ丘公民館（老人常設集会所）

北青葉台 北青葉台自治会館

木戸東町 木戸東５番集会所

小山田（荘園町） 荘園町自治会館

緑ケ丘 サニータウン自治会館

高向小学校区 高向公民館

楠翠台地区 楠翠台集会所

旭ケ丘地区 旭ケ丘集会所

鳴尾地域 鳴尾自治会館

千代田小学校区 千代田公民館
※開催日・時間の詳細は子ども・子育て総合センター
あいっく（☎ 50-4664）まで

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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34 1

「三角ようじ」を普及させ
地場産業も復権させたい
株式会社 広栄社

3
Made in Kawachinagano

認定
区分 対象者 利用時間 選択施設

１号 満３歳以上の子ども（２号
認定を除く） 教育標準時間（４時間程度） 幼稚園

認定こども園

２号 満３歳以上で「保育の必要な事由」
に該当する子ども

保育短時間（８時間程度） 保育所
認定こども園保育標準時間（11時間程度）

３号 満３歳未満で「保育の必要な事由」
に該当する子ども

保育短時間（８時間程度） 保育所
認定こども園
小規模保育など保育標準時間（11時間程度）

表２「３つの認定区分」と選択施設

※ただし、２号の人でも保護者の希望により１号での申し込みも可能です▷年齢は、その年の３月31日時点となります。

表１ 現行制度の施設と従来型の施設

◎現行制度の施設（所得に応じた保育料を市が決定）

◎従来型の施設（保育料は施設が決定）

・幼保連携型
・幼稚園型
・保育所型
・地方裁量型

・小規模保育
・家庭的保育
・居宅訪問型保育
・事業所内保育

地域型保育認定こども園

事業所内保育
（従業員専用）

認可外
保育施設

従来型幼稚園
（私学助成）

保育所 幼稚園

※地域型保育は現在本市にはありません。

幼稚園・保育所の
申し込み方法

　今年４月から制度が変わっています

　
「
日
本
で
一
般
的
な
丸
い
よ
う
じ
は

本
来
、
果
物
な
ど
を
突
き
刺
す
料
理
用

の
道
具
。
欧
米
で
は
歯
を
ケ
ア
す
る
よ

う
じ
は
三
角
や
平
ら
な
タ
イ
プ
が
多

く
、
使
い
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
―
―
」

　

北
欧
の
企
業
か
ら
の
依
頼
で
、
歯
の

隙
間
に
ぴ
っ
た
り
入
る
よ
う
に
断
面
を

二
等
辺
三
角
形
に
し
た「
三
角
よ
う
じ
」

を
昭
和
38
年
か
ら
製
造
し
続
け
て
き
た

広
栄
社
。
稲い

な

葉ば

修お
さ
む

会
長
は
「
日
本
人

の
歯
の
健
康
に
対
す
る
意
識
を
変
え
る

こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
、
開
発
か
ら

半
世
紀
が
経
つ
今
も
、
国
内
へ
の
普
及

に
熱
い
思
い
を
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。

　

同
社
は
つ
ま
よ
う
じ
専
門
メ
ー
カ
ー

と
し
て
、
稲
葉
会
長
の
祖
父
が
大
正
６

1「三角ようじ」の製造　2商品を手にする稲葉行
ゆき

信
のぶ

社長　3「ド
クターピック」（左）と「三角ようじ」　4工場の天井に今も残る滑車　
5つまようじ資料室で古い機械を説明する稲葉修会長

年
に
創
業
。
大
正
末
期
に
米
国
か

ら
製
造
機
械
を
導
入
し
、
日
本
で

初
め
て
つ
ま
よ
う
じ
の
機
械
生
産

に
成
功
し
て
か
ら
は
、
白
樺
材
を

使
っ
た
「
平
よ
う
じ
」
や
「
三
角

よ
う
じ
」
な
ど
を
生
産
し
、
欧
米

向
け
の
輸
出
型
企
業
と
し
て
成
長

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
変
動

相
場
制
に
移
行
し
た
昭
和
48
年
以

降
、
円
高
が
進
行
し
、
生
産
量
の

95
％
を
輸
出
に
依
存
し
て
い
た
同

社
の
売
り
上
げ
は
激
減
。「
丸
よ

う
じ
」
が
主
流
の
国
内
市
場
で
の

挑
戦
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
内
で
苦
戦
が
続
く
中
、
つ
ま

よ
う
じ
で
も
独
創
性
の
あ
る
も

の
、
さ
ら
に
は
そ
れ
以
外
の
製
品

の
開
発
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
。

そ
の
結
果
、
平
成
15
年
に
は
、
持

つ
部
分
が
丸
く
、
先
端
だ
け
が
二

等
辺
三
角
形
の
世
界
初
の
歯
間
よ

う
じ
「
ド
ク
タ
ー
ピ
ッ
ク
」
を
龍

谷
大
学
と
の
連
携
で
商
品
化
。
他

に
も
、
歯
の
着
色
汚
れ
を
落
と
す

「
ピ
ー
リ
ン
グ
ス
ポ
ン
ジ
」
や
、

舌
の
汚
れ
を
取
り
除
く
「
タ
ン
ク

リ
ー
ナ
ー
」、
奥
歯
の
裏
側
を
磨

く
「
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
」
な
ど
の

商
品
を
開
発
・
展
開
し
、
オ
ー
ラ

ル
ケ
ア
用
品
の
専
門
メ
ー
カ
ー
へ

と
転
身
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
併
設
す
る
つ
ま
よ
う
じ

資
料
室
の
管
理
人
も
務
め
る
稲
葉

会
長
。
多
彩
な
製
品
を
手
掛
け
る

よ
う
に
な
っ
て
も
、「
三
角
よ
う

じ
」
へ
の
こ
だ
わ
り
と
、
地
場
産

業
を
復
権
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い

が
揺
ら
ぐ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 ▲（左から）ピーリング

スポンジ、タンクリーナー、
バックフィット

株式会社広栄社
予防歯科運動の推進でオーラル
ケアに貢献。生産・加工を行う
機械・設備は自社製で賄う。近
年は産学連携による製品開発も。
■つまようじ資料室を併設
▶毎週土曜日開室（祝休日などを
除く）　▶時間は午前10時～正
午と午後１時～４時（入室は３時
まで）▶詳しくは問い合わせを
上原町885☎52-2901
http://cleardent.co.jp/

5

区分 園　名 所在地 電話番号
○ 勝山愛和青葉台幼稚園 南青葉台 1-1 65-1378
△ えぴーく幼稚園 美加の台 2-28-1 63-2351
△ 長野台幼稚園 緑ケ丘中町 8-8 54-3211

△ 奈良佐保短期大学附属
河内長野幼稚園 大矢船中町 10-1 64-8740

△ ひなぎく幼稚園 木戸 1-5-8 52-3214

□ 大阪千代田短期大学
附属幼稚園 楠町西 1090 53-5283

□ おしお幼稚園 南花台 1-27-1 64-1122
□ 錦渓幼稚園 古野町 12-1 53-3170
□ くすのき幼稚園 大師町 13-12 65-1167
□ 清教学園幼稚園 西代町 9-11 53-3917
◎ 三日市幼稚園（公立） 上田町 200-1 62-2929

平成 28年４月の施設区分（予定）　○＝認定こども
園（幼保連携型）、△＝認定こども園（幼稚園型）、□
＝従来型幼稚園（私学助成）、◎＝幼稚園（現行制度）

子育て・幼児教育推進給付金
　市では、公立幼稚園、認定こども園の保育料
と同負担になるよう、従来型幼稚園（上表の□
区分）に通園する園児（４・５歳児）のすべて
の保護者に、府内トップレベルの子育て・幼児
教育推進給付金を支給しています。
問い合わせ　子ども子育て課

平成28年度幼稚園・認定こども園
入園児を募集します

　市内の各幼稚園（右表）では、次のとおり園児を募集します。
対象　①１年保育＝平成22年４月２日～23年４月１日生ま
れ②２年保育＝平成23年４月２日～24年４月１日生まれ③
３年保育＝平成24年４月２日～25年４月１日生まれの幼児▷
市立三日市幼稚園は１年保育と２年保育のみ
■市立三日市幼稚園
▶受付日時　10月15日㈭～30日㈮の午前９時～午後４時
（土・日を除く）　▶受付場所　三日市幼稚園
※願書は10月１日から同園と子ども子育て課で配布▷願書提
出時には入園予定児同伴で来園してください。
■私立幼稚園・認定こども園
▶受付開始日　10月１日㈭▷詳しくは願書配布時に各園へ　
▶受付時間　午前９時～午後５時（土・日・祝日を除く）　▶受
付場所　各幼稚園・認定こども園
※願書は９月１日から各園で配布▷平成25年４月２日以降生
まれで満３歳に達する幼児の入園については各園にお問い合
わせください。
問い合わせ　各幼稚園・認定こども園

◉
認
定
が
必
要
で
す

　

現
行
制
度
の
施
設
（
表
１
参
照
）

の
利
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
保
育

の
必
要
性
な
ど
を
考
慮
し
、
利
用
時

間
も
含
め
た
認
定
が
必
要
に
な
り
ま

す（
区
分
は
１
〜
３
号
▽
表
２
参
照
）。

◉
認
定
申
請
・
入
所
方
法

①
１
号
認
定
の
人
（
満
３
歳
以
上
）

　

幼
稚
園
や
認
定
こ
ど
も
園
に
直
接

申
し
込
み
を
し
ま
す
。

②
２・３
号
認
定
の
人
（
０
〜
５
歳
で

保
育
の
必
要
な
事
由
の
あ
る
人
）

　

市
役
所
に
申
し
込
み
を
し
ま
す
。

③
従
来
型
幼
稚
園

　

幼
稚
園
に
直
接
申
し
込
み
を
し
ま
す
。

　

な
お
、「
①
１
号
認
定
の
人
」、

「
③
従
来
型
幼
稚
園
」
の
申
し

込
み
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

※
「
②
２
・
３
号
認
定
の
人
」

の
申
し
込
み
の
詳
細
は
本
紙
11

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
子
育
て

課

市政と関連情報 モックル生活ガイド子育て
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清
掃
工
場
へ
の
ご
み
直
接
持
ち
込
み

（
有
料
）
の
受
付
方
法
が
変
更

■
10
月
１
日
か
ら
、
市
役
所
で
の

事
前
手
続
き
は
不
要

持
ち
込
み
方
法　

月
〜
金
曜
日
の

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

（
祝
休
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
に

南
河
内
環
境
事
業
組
合
第
２
清
掃

工
場
（
日
野
１
５
６
４
の
3
）
へ

※
組
合
窓
口
に
あ
る
一
般
廃
棄
物

搬
入
申
込
書
（
市
で
も
配
布
▽
事

前
に
組
合
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
で
申
し

込
み
を
▽
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
事
業

所
の
一
般
廃
棄
物
の
場
合
は
雇
用

関
係
の
分
か
る
も
の
（
健
康
保
険

証
や
名
刺
な
ど
）
の
提
示
も
必
要
。

持
ち
込
み
可
能
車
両　

最
大
積
載

量
4
㌧
車
以
下
・
全
長
7
㍍
以
下

持
ち
込
み
で
き
る
も
の　

河
内
長

野
市
内
で
発
生
し
た
一
般
廃
棄
物

（
処
理
困
難
物
・
産
業
廃
棄
物
は

持
ち
込
み
で
き
ま
せ
ん
）

問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課
ま
た
は

同
清
掃
工
場
（
☎
55
・
７
４
５
６
）

環
境
は
が
き
絵
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
を
募
集

テ
ー
マ　

河
川
浄
化
・
石
け
ん
使

用
推
進
・
自
然
保
護
な
ど
環
境
に

関
す
る
も
の
で
、
関
係
す
る
標
語

の
入
っ
た
も
の

※
作
品
は
自
作
・
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
。

申
し
込
み　

所
定
の
は
が
き
（
環

境
政
策
課
で
配
布
）
か
官
製
は
が

き
の
裏
面
に
作
品
を
、
表
面
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
を
記
入
し
て
９
月
30
日
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
同
課
へ

※
応
募
は
１
人
１
点
に
限
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課

野
焼
き
行
為
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

■
ご
み
は
焼
却
せ
ず
分
別
し
て
出

し
ま
し
ょ
う

　

家
庭
ご
み
や
産
業
廃
棄
物
な
ど

の
野
焼
き
行
為
（
野
外
焼
却
）
は
、

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ご
み
の
焼
却
は
、
煙
や
悪
臭
、

灰
な
ど
に
よ
り
周
辺
の
生
活
環
境

に
被
害
を
も
た
ら
す
ば
か
り
で
は

な
く
、
ビ
ニ
ー
ル
類
な
ど
を
一
緒

に
燃
や
す
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が

発
生
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

近
隣
住
民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た

め
に
も
、
ご
み
は
焼
却
せ
ず
、
決

め
ら
れ
た
収
集
日
に
分
別
し
て
出

す
な
ど
適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

※
農
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を

得
な
い
焼
却
な
ど
は
例
外
で
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
▽
例
外
の
範
囲
内
で

も
で
き
る
だ
け
燃
や
さ
ず
処
理
す

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課

９
月
21
日
〜
30
日
は

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

〜
し
っ
か
り
と
ル
ー
ル
守
っ
て

事
故
防
止
〜

　

９
月
21
日
〜
30
日
、
全
国
一
斉

に
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
９
月
30
日

は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
め
ざ
す

日
」
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
交
通

安
全
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
し
、

悲
惨
な
交
通
死
亡
事
故
を
な
く
し

ま
し
ょ
う
。
運
動
の
基
本
・
重
点

と
期
間
中
の
主
な
行
事
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
運
動
の
基
本

◎
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

■
運
動
の
重
点

◎
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

◎
後
部
座
席
を
含
め
た
す
べ
て
の

座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

◎
飲
酒
運
転
の
根
絶

■
期
間
中
の
主
な
行
事

◎
18
日
㈮
午
前
７
時
30
分
〜
＝
交

通
安
全
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
河

内
長
野
駅
前
広
場
）

◎
23
日
㈷
午
後
２
時
〜
４
時
＝
交

通
安
全
市
民
大
会
（
ラ
ブ
リ
ー

ホ
ー
ル
）

◎
25
日
㈮
午
後
４
時
〜
５
時
＝
自

転
車
利
用
者
に
対
す
る
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
西
友
千
代
田
店
周
辺
）

◎
26
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

＝
高
齢
者
安
全
運
転
四
輪
ス
ク
ー

ル
（
大
阪
サ
ヤ
マ
自
動
車
学
院
）

◎
29
日
㈫
午
前
７
時
30
分
〜
＝
交

通
安
全
早
朝
街
頭
指
導
（
主
要
交

差
点
）

◎
30
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

＝
「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
を
め
ざ

す
日
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

問
い
合
わ
せ　

都
市
創
生
課
ま

た
は
河
内
長
野
警
察
署
（
☎
54
・

１
２
３
４
）

９
月
は
自
転
車
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
強
化
月
間

■
自
転
車
は
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
が

両
輪
で
す

　

自
転
車
利
用
者
に
よ
る
交
通
事

故
や
交
通
違
反
が
社
会
問
題
と
な

る
中
、
今
年
６
月
に
は
道
路
交
通

法
が
改
正
さ
れ
、

信
号
無
視
や
一
時

不
停
止
な
ど
危

険
な
ル
ー
ル
違

反
を
く
り
返
す

自
転
車
運
転
者
の
講
習
受
講
が
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り
が

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

都
市
創
生
課

運
転
者
講
習
会
を
開
催

と
き
・
と
こ
ろ　

左
表
の
と
お
り

▽
受
付
は
午
後
６
時
30
分
〜
（
26

日
は
午
後
１
時
30
分
〜
）
▽
講
習

は
午
後
７
時
〜
（
26
日
は
午
後
２

時
〜
）

持
ち
物　

運
転
者
講
習
カ
ー
ド

（
小
中
学
校
は
体
育
館
な
ど
が
会

場
の
た
め
ス
リ
ッ
パ
も
）

問
い
合
わ
せ　

都
市
創
生
課
ま
た

◎
水
洗
い
が
困
難
な
も
の
（
た
れ

な
ど
の
小
袋
や
チ
ュ
ー
ブ
類
）
は

「
も
え
る
ご
み
」
に
出
す
。

◎
容
器
包
装
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
（
バ
ケ
ツ
、カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、

ビ
ニ
ー
ル
製
品
な
ど
）
は
、
推
奨

ご
み
袋
に
入
れ
ば
「
も
え
る
ご
み
」

に
、
入
ら
な
け
れ
ば
「
も
え
な
い

ご
み
・
粗
大
ご
み
」
に
出
す
。

◎
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
混
ぜ
て
捨
て

な
い
。

■
古
紙

　

新
聞
や
雑
誌
、
チ
ラ
シ
、
段
ボ
ー

ル
、
紙
箱
・
紙
袋
、
飲
料
用
紙
パ
ッ

ク
（
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
）
で
す
。

ご
み
に
出
す
時
は
、
種
類
ご
と
に

ひ
も
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課

グ
リ
ー
ン
購
入
を

実
践
し
ま
し
ょ
う

　

グ
リ
ー
ン
購
入
と
は
、
買
い
物
の

時
に
ま
ず
必
要
か
を
考
え
、
必
要

な
場
合
は
環
境
負
荷
が
で
き
る
だ

け
小
さ
い
も
の
を
買
う
こ
と
で
す
。

◎
買
う
前
に
必
要
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

◎
買
う
時
は
環
境
を
考
え
て
作
ら

れ
た
も
の
や
長
く
大
切
に
使
え
る

も
の
、
使
い
終
え
た
時
に
ご
み
が

少
な
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課

は
河
内
長
野
交
通
安
全
自
動
車
協

会
（
☎
53
・
３
０
９
２
）

資
源
ご
み
の

正
し
い
分
別
に
ご
協
力
を

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
資
源

ご
み
や
も
え
る
ご
み
な
ど
に
分
別

し
て
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

も
え
る
ご
み
の
中
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
や
古
紙
が
混
入
し

て
い
る
と
、
資
源
が
有
効
利
用
で

き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
正
し

い
ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

　
「
プ
ラ
」
の
マ
ー
ク
が
付
い
て
い

る
容
器
や
袋
、
包
装
で
す
。

▼
ボ
ト
ル
類
＝
シ
ャ
ン
プ
ー
や

ソ
ー
ス
な
ど
の
ボ
ト
ル　

▼
ト
レ

イ
類
＝
生
鮮
食
品
や
惣
菜
な
ど
の

ト
レ
イ　

▼
パ
ッ
ク
類
＝
卵
や
お

弁
当
の
パ
ッ
ク　

▼
袋
類
＝
お
菓

子
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
麺
な
ど
の
袋

▼
カ
ッ
プ
類
＝
カ
ッ
プ
麺
や
プ
リ

ン
な
ど
の
カ
ッ
プ　

▼
そ
の
他
＝

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
・
ラ
ベ

ル
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど

　

こ
れ
ら
の
ご
み
を
出
す
時
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
汚
れ
て
い
る
も
の
は
水
洗
い
し

て
乾
か
す
。

暮
ら
し

暮らし

◉陶磁器製・ガラス製食器の回収
ところ とき

資源選別作業所
（上原西町２-28） 月～金曜日

（祝休日を除く）衛生処理場
（高向 2092）

★回収時間は資源選別作業所が午後
１時～３時▷衛生処理場が午前 10
時～正午▷もったいない市会場で
も回収を実施します。

★陶磁器製・ガラス製食器以外は回
収できません▷洗ってからの持ち
込みにご協力を。

■もったいない市を開催
回収した食器で食器市を開催します。
気に入った食器があれば、無料でお
持ち帰りいただけます。
とき　9 月 24 日㈭午前 10 時～午後
１時
ところ　市役所　

日時 会場 日時 会場

９月３日㈭ 天見小学校 ９月11日㈮ 高向小学校

９月４日㈮ 南花台自治会東集会所 ９月14日㈪ 千代田小学校

９月７日㈪ 三日市小学校 ９月15日㈫ 寺元集会所

９月８日㈫ 加賀田小学校 ９月17日㈭ 楠台自治会館

９月９日㈬ 滝畑コミュニティセンター ９月26日㈯ キックス

９月10日㈭ 美加の台小学校

　

滝
畑
ダ
ム
は
、
水
道
用
水

や
洪
水
調
節
な
ど
を
目
的
と

し
た
多
目
的
ダ
ム
と
し
て
昭

和
56
年
に
完
成
し
、
現
在
で

は
本
市
の
水
道
使
用
水
量
の

約
半
分
を
賄
う
重
要
な
水
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
安
全
な
水
を
お

届
け
で
き
る
よ
う
、
滝
畑
ダ

ム
の
水
に
つ
い
て
も
定
期
的

に
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
こ
の
貴
重
な

水
源
で
あ
る
滝
畑
ダ
ム
を

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

守
っ
て
い
き
ま
す
。

※
滝
畑
ダ
ム
の
水
位
な
ど
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

経
営
総
務
課

暑
い
夏
は

ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
で

■
滝
畑
ダ
ム
を
探
検

　

府
南
河
内
農
と
緑
の
総
合

事
務
所
滝
畑
ダ
ム
分
室
は
７

月
30
日
か
ら
8
月
23
日
（
内

10
日
間
）
に
か
け
て
、
滝
畑

ダ
ム
の
堤
体
内
部
の
見
学

会
（
写
真
左
）
を
実
施
し
ま

し
た
。
気
温
が
35
度
前
後
の

日
で
も
ダ
ム
内
部
は
18
度
で

多
く
の
参
加
者
が
涼
み
ま
し

た
。
ま
た
、
ダ
ム
の
下
流
側

で
は
磨ま

崖が
い

仏ぶ
つ

を
近
く
か
ら
見

学
し
た
ほ
か
、
磨
崖
仏
を

作
っ
た
夏
目
庄
吉
さ
ん
を
描

い
た
紙
芝
居
を
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
た
ち
が
上
演
す

る
な
ど
、
参
加
者
は
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

滝畑ダムを大切に
～水道水を守るために～

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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橋は１日に10メートルのびる!?
　大阪府が整備を進める広域農道の橋梁建設現場で７月23日、南河内農と
緑の総合事務所・日本車輌製造株式会社大阪支店の協力を得て、現場見学会
「橋は１日に10メートルのびる !?」が開催され、親子ら56人が参加しました。
　参加者は、橋の架け方や仕組みについて、説明を聞いた後、巨大な橋桁が
ゆっくりと送り出されながら架けられていく様子を見学。また、橋の材料をつ
なぎ合わせる「高力ボルト締め付け」を体験するなど、ものづくりの面白さと
生活を支える道路の大切さを実感していました。

親と子のふれあい自然学習会
　「親と子のふれあい自然学習会」が８月６日、滝畑地区
の出合橋周辺であり、175人が参加しました。
　川の水に親しむことで河川に対する関心を深め、環境
保全の大切さを知ってもらおうと南河内地区６市町村と
大和川水環境協議会が企画。参加者は水に顔をつけたり、
石をひっくりかえしたりして夢中で生物を探しました。最
後に、大阪陸水生物研究会の永

なが

井
い

元
もと

一
いち

郎
ろう

さんから捕まえ
た生物の解説を受け、きれいな水にすむとされる生物が
たくさんいることを確認していました。

奥河内子ども写生大会
　観心寺で７月26日、奥河内子ども写生大会
が開催され、41人の親子連れが参加しました。
青空の中、日かげを探しながら、子どもたちは
大阪芸術大学教授の末

すえ

延
のぶ

國
くに

康
やす

さんの指導や学生
のサポートを受け、絵の具などを使って思い思
いに絵を描きました。また、保護者も子どもと
並んで描き、絵を見せ合いながら一緒に楽しん
でいました。

長野駅前夜店の夕べ
　長野商店街で７月25日、「夜店の夕べ」が開催され、
通りは多くの人でにぎわいました。
　毎年恒例となった夜店には、金魚すくいや射的、た
こ焼き、かき氷など約30店が出店。訪れた家族連れ
らはゲームを楽しんだり、目当てのものを買い求めた
りして、夏の夜の風情を満喫していました。

2015
SUMMER

フォト特集

笑顔いっぱい
夏休み

今年の夏も厳しい暑さでしたが
子どもたちは元気いっぱい。

市内で行われた夏休みのイベントには
たくさんの子どもたちが参加し

すてきな表情を見せてくれました。


